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令和４年４月吉日 

 

在外邦人受入れのためのニーズ調査の結果(暫定版)について 

放送大学⾧補佐  

山田恒夫  

 

このたびは、お忙しいところ本アンケートへのご協力を賜り誠にありがとうございました。海外に

在住の日本人の皆様からの貴重なご意見や前向きな励ましのお言葉などいただき感謝しております。

実現には数多くの障壁もありますが、より良いものが提供出来るよう検討を進めていきますので今後

ともご協力を賜れば幸いです。5 月まで調査は継続しておりますが、中間まとめを作成しましたので、

共有させていただきます。 
 

1. 調査の目的 

本学の海外展開を検討するにあたって、在外邦人の皆様が普段どのような学びに関心をお持ちで、

放送大学の授業がどのような形式であれば受講したいと考えられるのか等の放送大学を通じた

学びへのニーズについて調査し、今後の制度設計に役立てるものです。 

 
 

2. 調査の概要 

調査期間：  令和 4 年 2 月 8 日～3 月 21 日 

（※ 再度 5 月 8 日で本締切とし結果を取りまとめる予定です） 

調査の対象者：令和 4 年 4 月 1 日時点で、日本国外に在住予定の方 

調査方法：  Web アンケート調査 

 
 

3. 調査の暫定結果（概要） 

【458 件】の回答数があり、放送大学での学びに対して前向きなご意見を数多くいただきました。

放送大学での学びの目的や学びたい内容に関しても、皆様のニーズは様々でした。今回の調査結

果は、具体化に向けた検討に活用させていただきますとともに、今後提供科目の内容や実施方法

などに関する調査実施もお願いする予定です。 

 

＜本件連絡先＞             

放送大学在外邦人受け入れ調査グループ 

zaigai-info@ouj.ac.jp 

 

次ページ、アンケート中間結果（抜粋） 
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（別添）  アンケート結果（抜粋） 

 

Q2  放送大学は、日本国内では、「だれでも学べる大学」として知られています。もしあなたが放送

大学で学ぶとしたら、その目的を教えてください。現時点で放送大学で学ぶ予定がない場合は、どの

ような目的なら放送大学での学びを検討するか教えてください。（複数回答可）。 

 

 

（続く） 
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Q14 あなたは、どのように放送大学の授業を受講してみたいと思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

（続く） 
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Q3 あなたが放送大学で受講してみたい専門分野があれば教えてください（複数回答可）。 

 

以上 


